No.　　　　 (施設記入)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質量分析測定依頼書（学内）

岡山大学自然生命科学研究支援センターゲノム・プロテオーム解析部門プロテオーム解析サービス提供要項を了承し、下記試料の測定依頼を申し込みます。

	依 頼 者
	　　　
	依　頼　日
	令和  年  月  日

	所　　属
	     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線　(      )

	住　　所

請求先が依頼者と異なる場合はこちらへも
ご記入ください
	〒700-8530
岡山市北区津島中1-1-1
測定費用請求先　
住所　〒
名称

	測定内容
	□ MS測定（5,000円/Sample） □ MS/MS測定（10,000円/Sample）
□ LC-MS解析（50,000円/Sample）□ トリプシン消化（10,000円/Sample）
□ LC-MS/MS（応相談）
□ゲル切り出し（1,500円/Spot）□脱塩作業（1,500円/Sample）
· 追加データ解析依頼：あり / なし（応相談）
(通常はデータベースでの自動解析まで行いますが、生物種により解析できない場合があります。)

	試料種類
	□ペプチド・タンパク質　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　）

	サンプル名
	


Mascot検索時のサンプル名になります
	サンプル数
	

	試料濃度
	□液体　　　 p mol/L
□濃度不明（目安を問合せさせていただきます）
	□ゲル（CBBか銀染色の写真を添付してください）

	測定分子量範囲
	□　  　　m/z～　  　　m/z
□お任せ
	溶　　媒
	

	支払い方法
	銀行振込（岡大専用振込用紙による）



1. Mascotの検索までは費用に含みます。。
2. 未記入の箇所がある場合は、当部門の判断で測定します。事前相談を希望される場合は別途お知らせください。
3. [bookmark: _GoBack]溶液内トリプシン消化を当部門に依頼する場合、推奨は5～10 μg（100 μlまで）です。
4. ご自身でトリプシン消化される場合は、消化後にGL Tip SDB(GL Sciences,7820-11200)と同等のカラムを通してください。測定時の液量の推奨は1～5 μlですので、その液量に必要タンパク量が収まるように調製してください。最終の溶液組成の推奨は0.1%ギ酸＋5%アセトニトリルです。
5. 本装置で得られたデータを外部に発表する際は、下記の通り謝辞の記載をお願いします。
英語版: This work has been partly supported by the Core-Facility Portal (CFPOU) at Okayama University (DGP_12)
日本語版: 本研究は岡山大学コアファシリティーポータル（CFPOU）の支援を得て実施されました(DGP_12)
問い合わせ：ゲノム・プロテオーム解析部門まで
TEL: 086-251-7261, FAX: 086-251-7264, E-mail: dgp@okayama-u.ac.jp

岡山大学自然生命科学研究支援センター
ゲノム・プロテオーム解析部門
プロテオーム解析サービス提供要項

　　プロテオーム解析サービスは、岡山大学自然生命科学研究支援センター ゲノム・プロテオーム解析部門がESI-QTOF型質量分析装置（サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社製 Vanquish Neo UHPLCシステム・株式会社島津製作所製LCMS-9050）を使用して提供するサービスです。質量分析測定依頼書の提出により、下記内容を承諾したものとします。

記

1. 依頼状況によって、測定までにお時間を頂く場合があります。
2. 質量分析測定依頼書の提出後にキャンセルする場合は、別途キャンセル料を頂く場合があります。
3. 見積書が必要な場合は、お知らせください。ただし、利用料金表と料金が異なる場合はこの限りではありません。
4. 実験結果報告書をお送りした後に請求書を送付します。利用料金は請求書発行から１ヶ月以内にお支払いください。やむをえない場合は、事前に連絡してください。
5. 測定結果の電子ファイルが必要な場合は、実験結果報告書を受領後、３ヶ月以内に連絡してください。
6. ゲノム・プロテオーム解析部門の利用実績として、団体名の公表に差し支えがある場合は、事前に当部門にその旨を連絡してください。
7. 実験結果の一部を、タンパク質名や化合物名を伏せた上で教育目的（例：講義や施設紹介）のために使用させていただく事があります。差し支えがある場合は、ご連絡ください。
8. 測定試料は、感染性、危険性、有害性等のため、特別な取り扱いが必要ではありません。
9. 測定試料は倫理的・法的に問題はありません。

以上

